
九州大学・附属図書館・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７１０２

若手研究(B)

2018～2015

ジェスチャーによる発話の促進効果とその神経機構

Facilitaiton effect on speech production by gesture and its neural mechanism

７０５７９７６３研究者番号：

大井　京（Oi, Misato）

研究期間：

１５Ｋ２１０６６

年 月 日現在  元   ６ １８

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，ジェスチャー産出が，発話における単語検索と情報の組み立ての側
面のいずれか，または双方に影響し，発話が促進されるのか，また，この促進効果は，ジェスチャー産出頻度の
個人差およびジェスチャー自発性とどのような関係にあるのかを明らかにすることにあった。さらに，本研究で
は，これまでの研究では積極的に検討されてこなかったジェスチャー産出の神経機構についても検討を加えた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate whether gesture production facilitates 
speech production by affecting lexical retrieval and/or organizing information for speech with 
examining effects of factors of individual differences of frequency of gesture production and 
spontaneity of gesture production.Furthermore, this study investigated the neural bases of co-speech
 gesture production that had been not actively investigated by previous studies.

研究分野：実験心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は，ジェスチャーが発話で果たす促進的な機能の詳細とその神経機構，及び，これらとジェスチ
ャー産出頻度の個人差と自発性との関連の解明である。これらの知見の学問的な意義は，言語とジェスチャーの
関連性とその神経基盤，言語の起源とジェスチャーの関係を解明する端緒となることにある。また，社会的な意
義は，第二言語の学習，ひいては，学習全般にジェスチャーを取り入れる効果を，行動データと生理データの2
側面から明らかにする点にある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 発話者は，会話において自発的かつ意識せずに，発話に伴う手や腕の動き，ジェスチャーを
産出する（McNeill, 1992）。近年，ジェスチャーが言語の起源に関与する可能性が指摘されて
いるように（e.g., Arbib, 2005），ジェスチャーは，発話と密接な関わりを持ち（e.g., McNeill, 
1992），発話において，聞き手の理解を促進するだけではなく（e.g., Kendon, 1987），話し手
の発話負荷を軽減する機能を果たすとされる（e.g., Alibali et al., 2000; Kita, 2000; Krauss et 
al., 1996）。 
 例えば，二言語併用者の発話におけるジェスチャーの産出頻度が，相対的に熟達度の低い第
二言語で母語よりも高くなるとの知見は，ジェスチャーによる発話負荷の軽減を示唆する（e.g., 
Marcos, 1979; Nagpal et al., 2011)。しかし，ジェスチャーが発話負荷を軽減する機能の詳細
に関しては，単語検索を促進するとの仮説（e.g., Krauss et al., 1996）や，発話のための情報
を組織化するとの仮説（e.g., Alibali et al., 2000; Kita, 2000; Oi et al., 2013）が提案されてい
るが，未だ明らかになっていない。 
 
 ジェスチャーによる学習の促進効果については，他者のジェスチャーを観察する条件と，自
身がジェスチャーを実施する条件とで数多くの研究が報告している（see review by 
Goldin-Meadow, 2014）. 例えば，Goldin-Meadow et al. （2012）は，６才児に図形の心的回
転課題を実施し，ジェスチャーを実際に遂行した群が同タイプのジェスチャーを観察した群よ
りも，高い正答率を示すこと，すなわちジェスチャーによる学習の促進効果を確認している。 
先行研究における残された課題は次の 4点である。 
 

1. 促進効果の詳細: ジェスチャーの促進効果は，その運動としての側面が，心的回転課題
などに必要な空間的な情報処理（e.g., Chu et al., 2013; Goldin-Medow et al., 2012）に対
するある種の“プライミング”として働く点に注目されている。これに対して，よりジェス
チャー独自の機能として，単語検索の促進や（e.g., Krauss et al., 1996），発話に要する情
報の組織化（Alibali et al., 2000; Kita, 2000; Oi et al., 2013）が指摘されている。しかし，
その機能の詳細についてはいまだ明らかになっていない。 

2. 神経機構: 機能的磁気共鳴画像法などは，身体動作を伴う課題では技術的な制約のため
に脳活動の測定に適さないために，先行研究はジェスチャーの理解を中心に行われており
（e.g., Holle et al., 2010; Skipper et al., 2009），産出に関しては検討されていない。 

3. 個人差: 発話におけるジェスチャーの産出頻度には個人差があることが知られている
（e.g., Chu et al., 2013）。しかし，この個人差がジェスチャーの促進効果に与える影響は
解明されていない。例えば， Goldin-Medow et al.（2012）は，各個人におけるジェスチ
ャーの産出頻度が，ジェスチャーによる促進効果に与える影響について検討を加えている
が，ジェスチャーの産出頻度の個人差と促進効果との間に有意な関係は確認されなかった。 

4. 自発性: 教示により産出が求められた強制的なジェスチャー（e.g., Goldin-Medow et al., 
2012）と，自発的なジェスチャー（e.g., Oi et al., 2013）の違いが検討されていない。 

 
 これまでは理解の側面に限定されていたジェスチャーの神経機構に関する先行研究に対して
（e.g., Holle et al., 2010; Skipper et al., 2009），本研究では，身体動作のアーチファクトに対
して比較的に頑健な近赤外分光法（near-infrared spectroscopy: NIRS）を利用し，ジェスチャ
ーの産出に関する神経機構を検討した（Oi et al., 2013）。実験では，中国語を母語として日本
語を第二言語とする二言語併用者が，アニメーションの観察後にその内容を伝達することを求
めるアニメーション伝達（animation narration）課題を，母語と第二言語の条件で遂行した。 
 その結果，脳賦活量は，ジェスチャーが産出されると，左下前頭回（ブローカ野）では上昇
し，左上側頭溝（ウェルニッケ野）では低減するが，ジェスチャーが産出されない時には，こ
の脳賦活パターンは示されないことを確認した。また，この脳賦活パターンは，発話負荷が相
対的に高いと推測される第二言語条件で顕著であった。これらの結果は，左下前頭回がジェス
チャー産出に関与し，左上側頭溝が発話負荷の低減を反映したことを示唆する。 
 
２．研究の目的 
本研究では，これまでの研究成果を発展させ，ジェスチャーの産出による発話の促進効果に
ついて，単語検索の促進機能と情報の組織化のいずれか，あるいは双方であるのかについてと，
その神経機構を明らかにする。さらに，ジェスチャーの産出に対して，ジェスチャーの産出頻
度の個人差，ジェスチャーが自発的に産出されたか，強制的に産出されたかという自発性が与
える影響も加えて検討する。 

 
本研究の学術的な特色は，ジェスチャー産出による促進効果と，ジェスチャー産出頻度の個
人差，自発性，言語差との関係を明らかにし，さらに，これまでの研究では積極的に検討され
てこなかったその神経機構についても解明する点にある。 
本研究の独創的な点は，二言語併用者が第二言語において発話する際の負荷が相対的に高いこ
とを利用し，ジェスチャー産出の促進効果について，単語検索の促進と，情報の組み立ての促



進とを別個に検証可能とする新たな課題の提案にある。 
 
 本研究の予想される結果は，ジェスチャーが発話で果たす促進的な機能の詳細とその神経機
構，及び，これらと個人差，自発性，言語差との関連の解明である。これらの知見の実際的な
意義は，第二言語の学習，ひいては，学習全般にジェスチャーを取り入れる効果を，行動デー
タと生理データの 2側面から明らかにする点にある。本研究の学問的な意義は，言語とジェス
チャーの関連性とその神経基盤，言語の起源とジェスチャーの関係を解明する端緒となること
にある。 
 
３．研究の方法 
 
（1）刺激材料選定 
本研究では，日本語を母語として英語を第二言語とする二言語併用者を対象に第二言
語（英語）で実施する課題を作成するために，まず，高等学校での主たる英語教科書で使
用されている単語と構文を確認し刺激材料の候補とする作業を進めた。また，これらの選
定した刺激材料を課題に使用可能か否かを確認するために，Oi et al.（2013）における本
研究と類似した課題において，二言語併用者が第二言語で発話する条件では，どのような
場面で，いかなる単語や構文を使用していたか調査した。 

 
（2）課題作成とパイロット実験 
これらの刺激材料の調査に基づき場面説明課題を作成し，パイロット実験を実施した。
パイロット実験の結果，場面説明課題を，条件間の行動データと脳活動データの比較によ
り優れる課題として，「単語検索条件」と「文章組み立て条件」が設定可能である課題へ
と改良した。場面説明課題の単語検索条件では，呈示された静止画の情景を説明する英語
の一文の要素（part of speech）が手掛かりとして呈示され，実験参加者は文の構造は手
掛かりに従い，単語を検索することが求められる。これに対して，場面説明課題の文章組
み立て条件では，呈示された静止画の情景を説明する英語の一文の単語がランダムな順で
手掛かりとして呈示され，実験参加者は，単語は手掛かりに従い，文の構造を組み立てる
ことが求められる。 

 
（3）本実験の実施 
日本語を母語として英語を第二言語とする二言語併用者 35名を対象に，本実験を実施
した。実験の流れを図 1に示す。 

 
図 1 実験の流れ 
 
本実験では，まず，母語におけるジェスチャーの産出頻度の個人差を検証するために，日本
語条件でのアニメーション観察と伝達課題を実施し
た。その後，第二言語（英語）条件での，場面説明
課題を，ジェスチャーの産出が求められないジェス
チャー自発条件のブロックと，ジェスチャーの産出
が教示によって求められるジェスチャー強制条件の
ブロックとで実施した。場面説明課題実施中の実験
参加者の様子を図 2に示す。また，それぞれの条件
のブロックにおいては，単語検索が求められるが文
の構造が示されている「単語検索条件（図 3a参照）」
と「文章組み立て条件（図 3b参照）」の試行がラン
ダムに呈示された。 
 また，実験の全課題を通して，近赤外分光法
（Near-infrared spectroscopy）装置を使用して，脳
活動の計測を実施した。 
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図 2 場面説明課題実施中の実験参加者 



 

 

 

 

 

図 3 場面説明課題において単語検索条件（a）の試行で呈示される刺激例と文章組み立て条

件（b）で呈示される刺激例 
 
４．研究成果 
本実験結果は，現在分析中であり，その成果は国際会議と国際誌において報告する予定である。 
本研究の成果は，ジェスチャーが発話で果たす促進的な機能の詳細とその神経機構，及び，
これらとジェスチャー産出頻度の個人差と自発性との関連の解明である。これらの知見の学問
的な意義は，言語とジェスチャーの関連性とその神経基盤，言語の起源とジェスチャーの関係
を解明する端緒となることにある。また，社会的な意義は，第二言語の学習，ひいては，学習
全般にジェスチャーを取り入れる効果を，行動データと生理データの 2側面から明らかにする
点にある。 
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